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１．減災協議会における学校防災教育の位置づけ

学校から家庭へ広げる防災教育

近年、全国各地で多発する豪雨災害をうけ、国土交通省では減災の取り組みを社会全体へ推進していく取り組みの1つとして、防災教育の支
援を行っています。小学校で行われる防災教育では児童が「自分自身の命を守ること」を学び、 「家族や地域の人の命を守ること」を考え、家
族や地域の方へ伝えることで、地域の防災力向上へ繋がることが期待されています。

地域の皆さんの命を守る
ために、防災教育を支援
しています

国⼟交通省

自分にできることは？

地域について知る

ステップ2
児童が家族へ広げる

ステップ3
地域の防災力向上

ステップ1
授業で児童が学ぶ

利根川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会の取り組み項目の（1）逃げ遅れゼロに向けた迅速か

つ的確な避難行動のための取り組みの項目として、「小中学校における水防災教育等の促進、あわせて必
要に応じ教員に対する講習会も実施する」があります。そこで、利根川下流河川事務所では各地域での水
防災教育の実施支援を行っています。

（2）洪⽔氾濫による被害の軽減，避難時間の確保のための⽔防活動の取り組み（2）洪⽔氾濫による被害の軽減，避難時間の確保のための⽔防活動の取り組み

（3）⼀刻も早い⽣活再建及び社会経済活動の回復を可能とするための排⽔活動の取り組み（3）⼀刻も早い⽣活再建及び社会経済活動の回復を可能とするための排⽔活動の取り組み

1-15,16 小中学校における⽔防災教育等の促進、あわせて必要に応じ教員に対する
講習会も実施する

1-15,16 小中学校における⽔防災教育等の促進、あわせて必要に応じ教員に対する
講習会も実施する

（1）逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難⾏動のための取り組み
利根川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会 取り組み項目
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２．これまでの利根川下流河川事務所の防災教育の取り組み

令和3年度龍ケ崎市⽴龍ケ崎⻄⼩学校での授業の様⼦これまでの試行授業実施校

試行授業を通して得られた意見を基に、４～6年生向け「水害に関する防災教材」を作成！

これまで河内町･かわち学園（平成30年度）、栄町･布鎌小学校（
令和元年度）、龍ケ崎市･龍ケ崎西小学校（令和3年度）と連携し、
水防災教育の試行授業を実施してきました。

龍ケ崎市
河内町

栄町

パワーポイントファイルによる授業用スライドを作成
しました。授業時にこのスライドを使うことで、水防災教
育を実施することができます。また、各学校の状況に
合わせて、気になるテーマ・パーツを選んで使用する
ことも可能です。
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3つの
自治体・
小学校で

水防災教育授業の実施支援を行いました！



３．作成教材の学習テーマと内容

総合的な学習の時間を活用し、 一連の流れで授業を実施することを想定していますが、①～⑧単独で授業を実施する

ことも可能です。さらに各時限の中でも内容を細分化しており、内容ごとに社会科や理科の授業の中に取り入れていただ
いても構いません。

⽔害への理解 関係機関の働き ⾃分の⾏動

4
年
生

①⽔害の仕組みや、
⽔害による被害を理解する

②⽔害のときに
働く人々について知る

③⽔害に備えて
日頃からできることを考える

⽔防災教育
全体

社 総 1.⽔害により起きる被害 社 総 1.⽔害のときに働く人々 社 総 1.避難所の概要
理 総 2.⽔害が起こる仕組み 社 総 2.⽔害に備えて働く人々 社 総 2.浸⽔深ごとの浸⽔イメージ
理 総 3.利根川の流域 社 総 3.ハザードマップの⾒⽅
理 総 4.利根川流域にふる⾬の量 社 総 4.家庭状況の確認
社 総 5.浸⽔深に応じた⽣活への影響 社 総 5.避難時の持ち物

5
年
生

④気象情報や防災情報等の
確認方法を知る

⑤国・県・市などが⾏う、
災害対策の重要性を理解する

⑥⽔害に備えて
日頃からできることを考える

⽔防災教育
全体

理 総 1.⽔害が起きる仕組み 理 社 総 1.河川構造物（堤防）の役割 総 1.避難に向けた平常時の⾏動
理 総 2.大⾬時の川の急激な増⽔ 理 社 総 2.堤防決壊に伴う被害事例 総 2.避難に向けた降⾬時の⾏動
理 総 3.気象情報の確認 社 総 3.災害対策事業 総 3.避難に向けた氾濫時の⾏動
社 総 4.河川カメラ映像の確認
社 総 5.警戒レベル
社 総 6.避難情報の入手⽅法

6
年
生

⑦国・県・市などが⾏う、災害対応の内容を理解する ⑧ﾏｲ･ﾀｲﾑﾗｲﾝを作成し、
⽔害時に取るべき⾏動を考える

⽔防災教育
全体

社 総 1.⽇本全国の⽔害事例 総 1.ﾏｲ･ﾀｲﾑﾗｲﾝの作成
社 総 2.災害復旧活動 総 2.ﾏｲ･ﾀｲﾑﾗｲﾝの発表

総 3.率先した避難の大切さ

水害に関する防災教材は以下の①～⑧の8つの学習テーマで構成しています。
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３．作成教材の学習テーマと内容

過年度授業を基に作成した
授業で使用できるスライド教材

学習のまとめができるワークシート

（目的）利根川の流域の降雨量を知る
（資料）気象庁WEB「過去の気象データ検索」より作成

【指導計画（案）】
利根川流域の中の４箇所で、1年間にどのくらいの雨がふるのか見てみましょう。気づいたことを発
表してください。
（川の上流の方が、一年間にふる雨の量が多い）
そうですね。龍ケ崎で1年間にふる雨の量は約1350ミリメートルですが、
上流の群馬県では1800ミリメートルを超えていますね。

でも、みなさん、龍ケ崎の雨が少ないからと言って安心ではないんです。
先ほど、動画で、雨がふったら、同じ流域では雨の影響を受けると勉強しましたね。
龍ケ崎で雨が弱くても、群馬県や栃木県で雨が強く降っていたら、水が集まってきて、川の水位が高
くなる可能性があるので、注意しましょう。

スライドに沿って、授業展開が可能です。
そのスライドで説明して欲しい内容も記載されています！

スライドの写真や地図を、地域・学校に関係するものに差し替え
その他ご要望等がございましたら、ご相談のうえ可能な限り対応

映像資料は、⼦どもたちのイメージが付きやすく分
かりやすかったです。パワーポイントにもノートが
あったので、教材研究や授業がしやすかったです。
（龍ケ崎⻄⼩学校4年生担任）

使用した先生からのコメント
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教材は、スライド教材（パワーポイントファイル）とワークシートを作成しました。

支援できること
学校に合わせて提案



３．作成教材の学習テーマと内容 ～教材カスタマイズ事例～

テーマ③より テーマ④より

情報の見方を地域の内容に変更

ハザードマップの見方や、
災害時に自治体のホーム
ページなどで確認すべきこ
となどを地域に合った内容
に変更

地域に合った情報の見方の解説に変更

地図や被災写真などを地域
のものに差し替え

テーマ①より テーマ①より

その他、ご希望・状況などに合わせてカスタマイズ内容を検討いたします！ 5



支援できること
学校に合わせて提案

学校校舎でのフォトモンタージュ作成やARの活用方法を提案
ハザードマップと合わせて使うと効果的です

iGPS
ON OFF

地理院地図
「標準地図」

浸水CG
画像表示

170
cm

100cm

3m

2m

1m

浸水深 〜1.0ｍ
足元高さ +0.0ｍ
水深 +1.0ｍ

家屋の1階軒下

浸水深を体験できる
ARアプリ

校舎の写真に浸水深をCGで表現した
フォトモンタージュ

リアルに水害の危険性を体験できるツール（イメージ）

使い方

ハザードマップで浸水深を確認しただけ
の時とARで浸水深を体験した後では、児
童の水害に対する危機感が全く変わりま
した！（他地域⼩学校6年生担任）

使用した先生からのコメント

４．その他 授業での活用を提案できる教材
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出典） 国土交通省 中部地方整備局 三重河川国道事務所



家族と一緒に災害時について考えてもらうため、宿題として活用しました。作成したマイ・タイムラインシー
トを冷蔵庫に貼ってもらうなどして、家庭への波及を図りました。（他地域⼩学校6年生担任）

マイ・タイムラインの作成に役立つツールです。自分はいつ・何をするかを時系列で整理しておくことで
、いざという時の避難行動のヒントになります。

出典） 国土交通省 関東地方整備局
原案作成）鬼怒川・小貝川上流域大規模氾濫に関する減災対策協議会

鬼怒川・小貝川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会

マイ・タイムライン作成ツール「逃げキッド」

他にもヒント集など、作成に役立つツールがまとめられています。

※テーマ⑧で使用可能

備えまでのおおよその時間 雨や川の状況や 、

そして を時系列で考え、自

分自身が災害に備えて行う を書き込めるツー

ルです。シートには参考として、 の記載もあり

ます。

行政から発信される情報

主な備え

備えの例

①「マイ・タイムライン」をつくってみよう！！① ②

②マイ・タイムライン作成のためのチェックシート

マイ・タイムライン作成前にチェックすべき事項がまとめら
れたチェックシート等もございます。
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４．その他 授業での活用を提案できる教材



５．水防災教育教材を活用した水防災教育について

地域の過去の写真など
の素材・教材

身近な施設の浸水イメージを掴める教材

アクティブラーニング
が可能な教材

プラス

利根川下流河川事務所が作成した
水防災教育教材

普段取り扱っている
教科書の内容

児童が川を身近に感じ、水害を「わがこと」に感じられる授業へ！
8

利根川下流河川事務所では、川の流れる地域の皆さんが水害を「わがこと」ととらえ、いざという時に水害
から自らの命を守れるよう水害に関する防災教材を作成・提供しています。普段取り扱っている教科書の内
容の補助教材や発展教材として活用ください。



６．令和５年度の授業に向けたスケジュール

令和５年度授業希望校調査
および事前アンケート

9

令和5年度の水防災教育授業実施に向けて、以下のスケジュールで打ち合わせ等を実施し、支援内容の
調整・教材作成等を進めていきたいと考えております。

令和５年度授業希望校

河内町（かわち学園） 香取市（竟成小学校） 利根町（利根小学校）
成田市（豊住小学校） 銚子市（椎柴小学校） 柏市（花野井小学校）

令和５年４月

個別打合せ ※利根町のみ

水防災教育授業の実施

個別打ち合わせ

対象：学校の先生 目的：個別に授業・教材に対する具体的な要望をヒアリング

➼授業形式：先生主体又は事務所教材テーマのみ
➼教材形式：パッケージ又は素材

要望を踏まえた教材の更新 個別打合せで得られた意見をもとに、各学校向けに教材をカスタマイズ作成

令和４年１２月１４・１６・２１日

合同説明会

対象：各自治体及び学校関係者 目的：水防災教育で支援出来る内容の説明

➼事務所の取組紹介
➼提供可能教材とカスタマイズ可能の説明

➼地域の災害写真の提供依頼
➼個別打合せの依頼

対象：学校の先生 目的：個別に授業・教材に対する具体的な要望をヒアリング

新担任の先生との打合せ カスタマイズ教材に関する意見照会・教材修正・実施日時等の調整

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度




